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は
じ
め
に

　

こ
こ
で
は
通
史
編
1
の
う
ち
、
第
七
章
か
ら
第
十
章
ま
で
の
中
世
篇
に
つ
い
て
紹

介
す
る
。

　

中
世
篇
で
は
、
県
内
外
所
在
の
文
献
史
料
や
金
石
文
な
ど
の
収
集
・
分
析
を
ふ
ま

え
、
さ
ら
に
考
古
学
の
成
果
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
青
森
県
の
歴
史
を
北
方
世
界

に
位
置
づ
け
、「
交
易
と
交
流
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
叙
述
し
て
い
る
。
学
術
的
に
高

度
な
水
準
を
保
ち
な
が
ら
も
、
県
民
・
読
者
に
親
し
ま
れ
る
内
容
に
す
る
こ
と
を
心

が
け
な
が
ら
筆
を
進
め
て
い
る
。

　

最
初
に
概
要
を
紹
介
し
、
次
に
評
価
す
べ
き
点
等
を
指
摘
し
て
い
く
。

一 

概
要

　

第
七
章
「
中
世
北
奥
の
展
開
と
鎌
倉
幕
府
」
は
、
第
一
節
「
平
泉
政
権
の
滅
亡
と

鎌
倉
幕
府
体
制
の
成
立
」、
第
二
節
「
北
奥
に
広
が
る
北
条
氏
の
勢
力
と
津
軽
安
藤

氏
」、
第
三
節
「
中
世
前
期
の
社
会
と
人
々
の
い
と
な
み
」、
と
い
う
構
成
と
な
っ
て

い
る
。

　

奥
州
合
戦
の
目
的
は
頼
朝
の
背
後
を
脅
か
す
奥
州
藤
原
氏
を
討
滅
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
合
戦
後
に
頼
朝
は
奥
州
惣
奉
行
を
通
じ
て
奥
羽
の
警
察
権
・
行
政
権
を
掌

『
青
森
県
史　

通
史
編
１　

原
始
・
古
代
・
中
世
』（
中
世
）

伊
藤　

清
郎

握
し
、
在
地
で
は
そ
の
権
限
を
郡
地
頭
が
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
特
に
外
ヶ
浜
は
夷

島
支
配
に
通
じ
る
東
夷
成
敗
に
密
接
に
関
わ
る
地
と
な
っ
た
。

　

荘
園
公
領
制
の
中
で
北
奥
が
求
め
ら
れ
た
年
貢
は
、
現
地
の
産
物
（
金
・
鷲
羽
・

絹
等
）
と
交
易
品
で
あ
り
、
貢
馬
で
あ
っ
た
。
広
大
な
津
軽
・
糠
部
（
日
本
の
東
の

境
界
で
、
馬
の
産
地
）
は
北
条
氏
得
宗
（
家
督
）
の
支
配
下
に
属
し
て
い
き
、
鎌
倉

幕
府
の
中
枢
を
支
え
た
主
要
財
源
と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
蝦
夷
沙
汰
権
も
奥
州
藤

原
氏
か
ら
鎌
倉
幕
府
が
引
き
継
ぎ
、
や
が
て
北
条
氏
が
掌
握
、
そ
の
代
官
と
し
て
津

軽
安
藤
氏
が
職
権
を
握
る
。
こ
こ
に
主
役
の
一
族
津
軽
安
藤
氏
が
登
場
し
て
く
る
。

支
配
の
構
造
は
、
惣
地
頭
―
郡
政
所
・
郡
検
非
違
使
所
―
各
郷
に
地
頭
代
・
給
主（
得

宗
被
官
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

八
戸
市
南
郷
島
守
地
区
の
建
武
年
間
の
史
料
か
ら
、
こ
の
時
期
の
領
主
・
農
民
の

農
業
経
営
を
復
元
す
る
意
欲
的
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

第
八
章
「
建
武
政
権
と
南
北
朝
動
乱
」
は
、
第
一
節
「
建
武
政
権
と
奥
羽
両
国
」、

第
二
節
「
北
奥
の
南
北
朝
動
乱
」、
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　

鎌
倉
末
の
北
奥
の
大
乱
（
ア
イ
ヌ
の
蜂
起
・
安
藤
氏
の
乱
）
は
、
幕
府
の
基
礎
を

揺
る
が
し
た
。
一
方
、
正
中
の
変
に
つ
い
て
は
、
北
奥
の
乱
と
同
列
に
幕
府
に
対
す

る
反
乱
と
認
識
さ
れ
た
。

　

幕
府
倒
壊
後
に
関
し
て
は
、
足
利
尊
氏
と
護
良
親
王
・
北
畠
顕
家
と
の
対
立
軸
で

建
武
政
権
の
奥
羽
政
策
を
と
ら
え
る
。
こ
こ
に
中
世
後
期
の
青
森
県
の
主
役
南
部
氏

が
登
場
し
て
く
る
が
、
南
部
氏
は
御
内
人
で
、
拠
点
は
北
奥
得
宗
領
の
中
に
求
め
ら

れ
る
。
南
部
氏
は
、
源
義
家
の
弟
義
光
の
子
孫
が
甲
斐
国
巨
摩
郡
南
部
郷
に
定
着
し

て
御
家
人
、
そ
し
て
御
内
人
と
な
り
北
奥
に
所
領
を
有
し
た
。
鎌
倉
幕
府
倒
壊
後
に

起
き
た
混
乱
の
な
か
で
、
南
部
師
行
は
北
畠
顕
家
か
ら
糠
部
郡
奉
行
に
任
命
さ
れ
、
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諸
課
題
収
束
に
あ
た
り
、
拠
点
を
八
戸
根
城
に
置
い
た
。
西
国
へ
二
度
出
撃
す
る
顕

家
の
軍
勢
の
中
に
南
部
師
行
が
い
て
、
顕
家
が
一
三
三
八
年
五
月
和
泉
国
堺
浦
で
戦

死
し
た
際
に
も
従
っ
て
い
て
、
共
に
命
を
落
と
し
た
。

　

足
利
尊
氏
の
方
は
、
斯
波
家
長
、
続
い
て
石
堂
義
房
を
奥
州
総
大
将
に
補
任
し
、

さ
ら
に
吉
良
貞
家
・
畠
山
国
氏
を
奥
州
管
領
に
補
任
し
て
、
奥
羽
に
お
け
る
勢
力
を

拡
大
し
て
い
っ
た
。
観
応
の
擾
乱
に
よ
り
奥
州
管
領
も
激
突
。
そ
の

を
ね
ら
っ
て

南
朝
方
北
畠
顕
信
は
多
賀
城
を
奪
還
、
南
部
氏
も
そ
れ
に
加
担
し
た
。
翌
年
す
ぐ
に

北
朝
方
が
国
府
を
奪
還
す
る
が
、
中
央
権
力
の
不
安
定
さ
と
国
人
領
主
間
の
地
域
紛

争
が
お
さ
ま
ら
ず
、
内
乱
は
一
層
深
刻
化
し
て
い
く
。

　

一
方
、
国
人
が
協
力
し
て
地
域
秩
序
を
安
定
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
も
見
え
、
南

部
氏
も
関
わ
っ
た
四
通
の
一
揆
契
状
が
あ
る
。
や
が
て
有
力
な
南
朝
方
だ
っ
た
南
部

氏
も
、
足
利
方
へ
と
転
じ
て
い
く
。

　

第
九
章
「
室
町
・
戦
国
の
北
奥
世
界
」
は
、
第
一
節
「
室
町
時
代
の
北
奥
」、
第

二
節
「
北
奥
の
戦
国
争
乱
」、
第
三
節
「
中
世
北
奥
の
終
焉
」、
第
四
節
「
発
掘
が
語

る
中
世
の
く
ら
し
」、
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　

陸
奥
国
で
御
所
と
呼
ば
れ
る
大
崎
氏
・
高
水
寺
斯
波
氏
・
浪
岡
北
畠
氏
、
そ
れ
に

北
奥
で
屋
形
と
呼
ば
れ
る
安
藤
氏
・
南
部
氏
が
こ
の
時
期
の
主
役
で
あ
る
。
そ
の
南

部
氏
は
、
一
五
世
紀
半
ば
に
八
戸
南
部
氏
か
ら
三
戸
南
部
氏
へ
と
惣
領
の
地
位
が
移

動
し
た
と
い
う
説
を
ふ
ま
え
て
、
そ
れ
以
降
の
変
遷
を
見
て
い
く
。
根
城
跡
と
聖
寿

寺
館
跡
の
発
掘
か
ら
も
惣
領
の
移
動
が
確
認
さ
れ
る
。

　

奥
州
探
題
体
制
下
で
は
、
南
部
氏
の
身
分
秩
序
は
伊
達
氏
・
葛
西
氏
・
留
守
氏
と

と
も
に
第
一
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
た
。
糠
部
郡
は
宮
城
郡
と
並
ん
で
国
衙
の
直
接

の
支
配
を
受
け
、「
守
公
神
」
を
祀
っ
て
い
た
の
で
、「
し
ゅ
く
の
こ
ほ
り
」
と
呼
ば

れ
た
と
す
る
。

　

さ
て
発
掘
に
よ
っ
て
、
十
三
湊
が
一
三
〜
一
五
世
紀
に
か
け
て
日
本
海
交
通
の
重

要
港
湾
・
湊
町
と
し
て
殷
賑
を
極
め
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
こ
を
支
配
す
る
の
が
安

藤
氏
で
、
室
町
幕
府
と
直
截
な
関
係
を
有
し
て
い
た
。

　

こ
の
あ
と
一
四
世
紀
末
か
ら
一
五
世
紀
初
め
に
か
け
て
北
奥
・
夷
島
で
戦
乱
が
起

き
る
。
本
州
方
面
か
ら
の
和
人
の
進
出
に
よ
っ
て
生
じ
た
軋
轢
に
よ
る
蝦
夷
の
反
乱
、

幕
府
の
命
に
よ
る
可
能
性
の
高
い
湊
安
藤
氏
の
秋
田
湊
へ
の
進
出
、
十
三
湊
を
め
ぐ

る
下
国
安
藤
氏
と
南
部
氏
の
攻
防
と
安
藤
氏
の
十
三
湊
か
ら
の
退
去
。
南
部
氏
傀
儡

の
安
藤
師
季
に
よ
る
下
北
半
島
の
支
配
。
そ
の
師
季
は
蝦
夷
島
に
渡
海
し
、
さ
ら
に

男
鹿
半
島
に
移
っ
て
い
く
。
渡
島
と
津
軽
・
糠
部
に
は
和
人
と
ア
イ
ヌ
が
混
在
し
、

交
易
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
一
四
五
七
年
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い
が
起
こ
り
、
乱
は

鎮
圧
さ
れ
る
も
の
の
、
こ
の
地
域
に
不
安
定
さ
は
残
さ
れ
て
い
く
。

　

良
馬
の
産
地
で
あ
る
糠
部
か
ら
、
斯
波
氏
を
通
じ
て
献
上
し
た
り
、
さ
ら
に
は
室

町
将
軍
家
に
直
接
に
馬
を
献
上
し
た
り
し
て
い
た
。
献
上
さ
れ
た
良
馬
は
、
将
軍
家

か
ら
冊
封
関
係
を
も
つ
明
へ
贈
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
三
戸
南
部
氏
の
安

信
・
そ
の
子
晴
政
の
時
代
に
、
後
の
盛
岡
藩
南
部
家
の
重
臣
と
な
る
家
々
が
成
立
す

る
（
一
五
世
紀
末
か
ら
一
六
世
紀
前
半
）。
文
化
的
側
面
で
も
詩
歌
・
連
歌
が
盛
ん

で
あ
っ
た
。
晴
政
は
将
軍
義
春
の
偏
諱
を
受
け
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
内
紛
に
よ
っ
て

聖
寿
寺
館
が
焼
失
し
、
焼
失
に
と
も
な
っ
て
新
三
戸
城
に
移
転
し
た
。
そ
の
後
、
斯

波
御
所
と
岩
手
郡
の
領
有
を
め
ぐ
っ
て
争
い
、
南
部
氏
に
有
利
に
展
開
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
一
四
五
六
年
下
国
安
東
師
季
は
夷
島
か
ら
出
羽
国
小
鹿
島
へ
移
り
、

そ
の
地
の
領
主
葛
西
氏
と
対
立
し
、
さ
ら
に
は
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
南
部
三
戸
氏
と

対
立
し
て
い
く
。
移
っ
て
き
た
下
国
氏
は
檜
山
安
東
氏
と
呼
ば
れ
る
。
夷
島
は
蠣
崎
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氏
に
預
け
ら
れ
、
蠣
崎
氏
は
檜
山
安
東
氏
に
従
属
し
た
。
や
が
て
愛
季
の
と
き
秋
田

の
湊
安
東
氏
と
檜
山
安
東
氏
は
統
一
し
、
脇
本
城
に
拠
を
か
ま
え
る
。
檜
山
安
東

氏
・
浅
利
氏
と
三
戸
南
部
氏
が
、
鹿
角
・
浪
岡
大
光
寺
で
合
戦
を
繰
り
広
げ
た
の
も

こ
の
頃
。
三
戸
南
部
晴
政
が
惣
領
に
な
っ
た
は
じ
め
の
頃
は
後
に
南
部
氏
の
一
門
と

な
る
各
氏
と
の
抗
争
が
続
い
た
が
、
後
半
に
は
家
臣
化
、
従
属
化
が
進
む
。
晴
政
の

後
を
継
い
だ
の
が
田
子
氏
か
ら
入
嗣
し
た
信
直
で
、
家
督
継
承
問
題
は
あ
っ
た
も
の

の
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
い
っ
た
。
糠
部
の
諸
氏
が
三
戸
南
部
氏
へ
統
合
さ
れ
て
い

く
中
で
、
一
戸
氏
が
滅
び
、
九
戸
氏
と
対
立
が
生
ま
れ
た
。

　

こ
の
頃
、
大
浦
氏
が
登
場
し
て
く
る
。
南
部
（
大
浦
）
光
信
が
久
慈
か
ら
津
軽
の

種
里
城
に
入
部
し
た
の
が
一
四
九
一
年
頃
と
さ
れ
、
そ
の
子
盛
信
が
一
五
〇
二
年
頃

に
大
浦
城
に
入
部
し
た
と
さ
れ
る
。
一
五
七
一
年
大
浦
為
信
が
、
石
川
城
を
攻
め
、

信
直
の
実
父
田
子
高
信
を
自
害
に
追
い
込
む
。
以
降
、
為
信
の
下
に
津
軽
が
統
合
さ

れ
、
支
配
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
く
。
浪
岡
御
所
北
畠
氏
は
、
浪
岡
城
を
拠
点
に
外

浜
ま
で
支
配
を
伸
ば
し
、
油
川
を
通
じ
て
夷
島
と
の
交
易
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し

一
五
六
二
年
川
原
御
所
の
乱
を
機
に
衰
退
し
、
一
五
七
八
年
津
軽
為
信
は
浪
岡
御
所

を
攻
撃
し
浪
岡
城
は
落
城
し
て
滅
亡
、
津
軽
氏
は
外
浜
を
支
配
す
る
に
至
る
。

　

本
州
ア
イ
ヌ
に
つ
い
て
は
、
和
人
と
混
住
・
共
生
す
る
と
と
も
に
、
漁
村
で
は
ア

ワ
ビ
漁
や
海
獣
漁
等
の
漁
労
活
動
と
海
産
物
の
加
工
を
行
い
、
和
人
と
の
交
易
を

行
っ
て
い
た
。
農
村
で
は
焼
き
畑
な
ど
の
農
耕
の
比
重
が
大
き
く
、
和
人
の
経
済
シ

ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
は
い
て
も
あ
る
程
度
の
距
離
感
を
有
し
て
い
た
。
た
だ
短

弓
・
毒
矢
を
つ
か
う
戦
闘
要
員
と
し
て
各
領
主
に
編
成
さ
れ
る
部
分
も
い
た
。
幕
藩

体
制
が
確
立
し
て
い
く
と
、
各
藩
に
組
み
込
ま
れ
、
津
軽
海
峡
の
航
行
の
自
由
が
奪

わ
れ
、
和
人
社
会
に
埋
没
し
て
い
く
と
、
見
通
し
を
述
べ
る
。

　

織
田
政
権
と
北
奥
の
関
係
で
は
、
南
部
但
馬
守
（
弥
左
衛
門
）
が
北
奥
諸
氏
と
の

仲
介
役
を
行
っ
て
い
る
。
日
本
海
を
通
じ
て
下
国
愛
季
が
信
長
方
と
贈
答
を
行
い
、

従
五
位
上
侍
従
に
補
任
さ
れ
、
政
治
的
結
び
つ
き
が
強
い
。
し
か
し
信
長
が
北
方
を

支
配
下
に
治
め
よ
う
と
い
う
意
欲
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
慎
重
な
判
断
を

し
て
い
る
。
豊
臣
政
権
に
対
し
て
は
、
南
部
信
直
が
家
臣
の
北
信
愛
を
通
じ
て
前
田

氏
を
窓
口
に
し
て
秀
吉
と
通
交
す
る
。
大
浦
氏
・
下
国
氏
も
秀
吉
と
日
本
海
ル
ー
ト

で
通
交
す
る
。
こ
の
時
北
奥
は
、
三
戸
南
部
氏
、
津
軽
に
徐
々
に
勢
力
を
伸
ば
す
大

浦
氏
、
浪
岡
御
所
に
加
担
し
て
勢
力
を
伸
ば
す
下
国
氏
と
の
三
氏
の
勢
力
が
拮
抗
し

て
い
た
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
の
が
湊
合
戦
。
下
国
・
湊
両
家
を
統
一
し
た
愛

季
が
死
去
す
る
と
、
愛
季
を
継
い
だ
実
季
、
南
部
、
大
浦
氏
ら
を
巻
き
込
ん
で
戦
乱

と
な
る
。
秀
吉
は
、
金
山
宗
洗
を
奥
羽
に
下
し
て
、「
関
東
奥
羽
両
国
惣
無
事
」
を

伝
え
る
。
こ
の
時
、
秋
田
領
の
扱
い
が
大
き
な
問
題
と
な
る
。

　

こ
こ
で
は
一
五
九
〇
年
七
月
末
に
津
軽
領
津
軽
氏
・
南
部
領
南
部
氏
・
夷
島
蠣
崎

氏
と
い
う
近
世
の
列
島
北
端
の
政
治
フ
レ
ー
ム
が
で
き
あ
が
っ
て
い
く
ま
で
を
克
明

に
追
っ
て
い
る
。
夷
島
ま
で
見
通
し
た
奥
羽
仕
置
は
、
列
島
極
北
ま
で
集
権
的
な
体

制
に
組
み
込
み
、
こ
こ
で
中
世
は
終
焉
を
迎
え
た
と
す
る
。
そ
れ
ま
で
の
北
方
世
界

の
独
自
性
が
失
わ
れ
て
い
く
過
程
で
も
あ
っ
た
。

　

発
掘
か
ら
中
世
の
暮
ら
し
を
見
て
、
地
域
的
特
色
に
ふ
れ
て
い
る
。
柱
間
が
六
尺

六
寸
、
城
館
に
庭
園
遺
構
が
な
い
、
燈
明
皿
が
土
器
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
な
い
、

瓦
葺
き
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
等
で
あ
る
。
発
掘
資
料
か
ら
、
身
に
つ
け
る
も
の
、

入
れ
る
も
の
、
作
る
も
の
、
祈
る
も
の
・
お
く
る
も
の
、
等
分
類
し
て
考
察
し
、
室

町
幕
府
や
京
都
・
北
陸
と
の
交
流
が
活
発
で
あ
る
こ
と
を
見
て
い
る
。
器
の
自
給
・

自
立
性
を
止
め
、
中
国
産
・
朝
鮮
産
そ
し
て
瀬
戸
美
濃
な
ど
の
国
内
各
地
の
窯
場
で
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生
産
さ
れ
た
陶
磁
器
を
使
用
し
、
そ
の
す
べ
て
を
県
外
か
ら
搬
入
し
て
い
る
と
指
摘

す
る
。

　

第
十
章
「
北
奥
の
宗
教
世
界
」
は
、
第
一
節
「
鎌
倉
幕
府
の
北
進
と
開
教
」、
第

二
節
「
中
央
教
団
の
北
方
布
教
」、
第
三
節
「
在
地
領
主
と
宗
教
」、
第
四
節
「
在
地

信
仰
の
実
相
」、
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　

武
家
政
権
と
仏
教
、
鎌
倉
新
仏
教
の
伝
播
、
板
碑
文
化
の
三
大
思
潮
の
三
つ
の
観

点
か
ら
見
て
い
る
。

　

ま
ず
第
一
・
二
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
幕
府
の
宗
教
政
策
は
、
寺
門
派
と
東
寺
真
言

仏
教
系
を
基
軸
と
し
、
そ
れ
に
臨
斉
禅
を
和
合
し
た
禅
密
体
制
の
も
と
に
あ
り
、
北

奥
で
も
そ
れ
を
推
進
し
た
。
藤
崎
護
国
寺
も
関
東
御
祈
禱
所
と
な
り
、「
嘉
元
の
鐘
」

は
得
宗
御
内
人
の
結
束
強
化
を
ね
ら
っ
て
鋳
造
さ
れ
た
。
文
永
五
年
の
蝦
夷
蜂
起
と

安
藤
氏
の
殺
害
を
強
圧
的
宗
教
指
導
の
面
か
ら
追
究
す
る
。
こ
の
時
期
の
新
仏
教
の

北
奥
へ
の
伝
播
も
読
み
取
る
。
第
三
に
つ
い
て
、
板
碑
は
津
軽
地
域
に
集
中
、
鎌
倉

武
士
の
移
住
、
十
三
湊
を
中
心
と
す
る
日
本
海
交
通
路
を
通
じ
た
流
通
・
人
の
動
き

の
活
発
化
に
よ
る
も
の
と
と
ら
え
る
。
糠
部
地
域
は
、
従
来
の
信
仰
形
態
が
維
持
さ

れ
て
い
た
と
と
ら
え
る
。

　

中
央
教
団
の
北
方
布
教
に
つ
い
て
、
浄
土
真
宗
は
、
秋
田
浄
願
寺
・
夷
島
浄
願
寺

そ
れ
に
外
浜
油
川
に
法
源
寺
・
円
明
寺
の
開
教
が
北
方
布
教
の
先
駆
け
と
な
る
。
大

浦
の
専
徳
寺
・
真
教
寺
も
拠
点
と
な
っ
た
。
曹
洞
宗
や
日
蓮
宗
も
教
線
を
延
ば
し
て

く
る
。

　

在
地
領
主
と
の
関
係
で
は
、
津
軽
で
は
、
大
浦
氏
と
曹
洞
宗
、
浄
土
宗
と
の
関
連

が
強
い
。
安
藤
氏
で
は
、
時
宗
、
高
野
山
信
仰
、
熊
野
修
験
と
の
関
連
が
深
い
。
糠

部
で
は
、
南
部
氏
と
四
戸
八
幡
宮
（
櫛
引
八
幡
宮
）
と
の
関
係
が
強
い
。
南
部
氏
が

糠
部
の
盟
主
と
し
て
大
き
く
成
長
し
た
一
五
世
紀
半
ば
に
は
糠
部
三
十
三
観
音
霊
場

が
形
成
さ
れ
、
巡
礼
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
述
べ
る
。

　

在
地
信
仰
に
つ
い
て
は
、
十
和
田
、
恐
山
（
円
通
寺
、
菩
提
寺
）、
岩
木
山
（
百

沢
寺
）
ら
の
自
然
崇
拝
か
ら
、
山
岳
修
験
と
の
結
合
に
基
づ
く
登
拝
の
盛
行
が
見
ら

れ
た
と
い
う
。

二　

評
価
す
べ
き
点
等

　

第
一
に
興
味
を
引
く
点
と
し
て
、
①
北
海
道
厚
真
町
の
オ
ニ
キ
シ
ベ
2
遺
跡
・
根

城
跡
な
ど
、
考
古
学
の
成
果
を
存
分
に
取
り
入
れ
て
著
述
し
、
説
得
力
を
高
め
て
い

る
。
発
掘
資
料
か
ら
人
々
の
「
い
と
な
み
」
を
鮮
や
か
に
映
し
出
し
て
い
る
。
北
奥

の
歴
史
を
、
そ
こ
に
生
き
た
人
々
の
生
活
と
生
き
様
を
立
ち
上
げ
て
見
せ
て
、
語
っ

て
く
れ
て
い
る
。
考
古
学
の
成
果
と
文
献
史
学
の
成
果
と
を
融
合
さ
せ
て
総
合
的
な

著
述
を
な
す
事
を
目
標
に
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
十
分
に
達
成
し
て
い
る
。
近
年
の

中
国
史
・
北
東
ア
ジ
ア
史
研
究
も
視
野
に
入
れ
た
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
著
述
と
な
っ

て
い
る
。
②
そ
の
考
古
学
成
果
の
中
で
も
、
中
世
遺
跡
の
発
掘
調
査
か
ら
、
本
州
ア

イ
ヌ
の
生
活
・
交
易
・
武
器
・
装
身
具
・
戦
国
領
主
と
の
関
係
等
を
解
明
し
て
い
る

こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

　

③
南
部
氏
の
惣
領
の
地
位
が
八
戸
南
部
氏
か
ら
三
戸
南
部
氏
へ
と
移
動
し
た
と
と

ら
え
て
、
以
降
の
歴
史
変
遷
を
把
握
し
、
北
奥
の
歴
史
展
開
を
非
常
に
わ
か
り
や
す

く
著
述
し
て
い
る
。
系
図
等
、
論
証
が
な
か
な
か
困
難
な
部
分
に
つ
い
て
も
丹
念
な

考
証
を
行
っ
て
、
論
述
し
て
い
る
。
諸
説
を
丁
寧
に
紹
介
し
つ
つ
、
自
説
を
展
開
す

る
姿
勢
は
、
好
感
を
も
て
る
。
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④
後
醍
醐
・
護
良
親
王
ら
天
皇
家
は
、
得
宗
も
「
東
夷
」
と
し
て
扱
い
、
幕
府
・

得
宗
を
揺
さ
ぶ
る
視
点
と
し
て
、
種
姓
・
貴
賤
の
観
念
を
強
調
し
て
い
る
と
指
摘
す

る
。
ま
た
出
羽
国
に
つ
い
て
は
、
葉
室
光
顕
の
敗
死
に
よ
っ
て
鎮
守
府
大
将
軍
・
陸

奥
大
介
北
畠
顕
家
の
管
轄
下
に
入
っ
た
と
指
摘
す
る
（
五
五
九
頁
）。
さ
ら
に
（
天

正
四
年
）
三
月
十
六
日
、
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
か
ら
、
大
浦
為
信
と
大
宝
寺
義
氏
が
、

日
本
海
海
運
を
通
じ
て
連
絡
し
あ
い
、
し
か
も
湊
安
東
氏
を
越
え
て
の
連
携
が
あ
っ

た
と
す
る
（
六
五
六
・
七
頁
）。
い
ず
れ
も
注
目
す
べ
き
指
摘
で
あ
る
。
な
お
義
氏

書
状
に
は
、「
以
渡
海
互
ニ
委
申
承
」「
船
路
之
計
」
と
記
さ
れ
、
し
か
も
「
客
僧
」

が
仲
立
ち
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
知
ら
れ
た
史
料
で
は
あ
る
も

の
の
、
大
浦
為
信
が
津
軽
を
統
合
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
み
る
と
、
こ
の
書
状
が

も
つ
重
要
さ
が
際
立
っ
て
く
る
。

　

⑤
コ
ラ
ム
が
興
味
を
引
く
。
コ
ラ
ム
「
ヌ
ル
ガ
ン
永
寧
寺
碑
と
ア
イ
ヌ
の
北
方
世

界
」
で
は
、
松
前
家
に
伝
来
し
た
硯
が
、
三
国
時
代
の
曹
操
が
建
て
た
銅
雀
台
と
い

う
建
物
の
瓦
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
ア
イ
ヌ
の
北
方
交
易
を
物
語
る
威
信
材
で

あ
っ
た
と
い
う
。
一
気
に
県
史
の
世
界
が
北
方
の
世
界
ま
で
広
が
っ
て
い
く
。
コ
ラ

ム｢

脇
本
城
跡
」
で
は
、
縄
張
や
出
土
遺
物
に
も
目
を
引
か
れ
る
が
、「
曲
輪
は
動
く
」

と
い
う
指
摘
は
興
味
を
ひ
か
れ
る
。
コ
ラ
ム
は
九
章
の
二
つ
だ
け
だ
が
、
他
章
に
も

も
っ
と
あ
っ
て
も
良
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

第
二
に
気
に
な
っ
た
点
に
つ
い
て
、
奥
州
合
戦
と
い
う
用
語
が
、
奥
羽
両
国
を
含

む
合
戦
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
出
羽
に
住
む
も
の
と
し
て
は
ど

う
も
し
っ
く
り
こ
な
い
。
奥
羽
合
戦
（
奥
州
合
戦
）
と
い
う
表
現
を
し
て
は
ど
う
か

（
岡
田
清
一
「『
吾
妻
鏡
』
の
功
罪
」〈『
東
北
福
祉
大
学
生
涯
学
習
支
援
室
年
報
』

19
、
二
〇
一
八
年
〉
で
は
、
こ
の
表
記
を
し
て
い
る
）。
次
に
、
織
田
信
長
と
通
交

し
た
記
録
が
確
認
で
き
る
奥
羽
の
大
名
・
国
衆
の
中
に
最
上
氏
を
入
れ
る
べ
き
で
は

な
か
っ
た
か
（
六
七
三
頁
）。
続
い
て
「
陸
奥
の
諸
大
名
で
は
、
伊
達
・
南
部
・
最

上
氏
」
と
あ
る
が
、
最
上
氏
が
入
っ
て
い
る
の
で
、「
奥
羽
の
諸
大
名
」
と
す
べ
き

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
（
六
九
九
頁
）。
そ
れ
に
第
十
章
が
若
干
薄
く
、
史
料
の
残

存
か
ら
仕
方
な
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
惜
し
ま
れ
る
。

　

第
三
に
編
集
上
注
目
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
、
青
森
県
史
資
料
編
・
史
料
番
号
そ
れ

に
文
書
群
（
史
料
群
）
名
も
略
記
で
記
載
さ
れ
、
典
拠
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

も
資
料
編
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
故
の
記
載
で
あ
る
。
カ
ラ
ー
な
の
で
図
版
も
見
や

す
い
。
な
じ
み
の
な
い
歴
史
用
語
に
は（ 

）で
解
説
を
付
け
、
史
料
に
は
―（
傍
線
）

を
付
し
て
見
や
す
く
す
る
工
夫
を
し
て
い
る
。
し
か
も
平
易
な
文
章
表
現
に
努
め
て

い
て
、
読
み
や
す
い
。
さ
ら
に
各
章
毎
に
色
分
け
さ
れ
て
い
て
、
開
き
や
す
く
工
夫

さ
れ
て
い
る
。
巻
末
の
「
図
版
一
覧
」
も
、
枠
線
を
引
い
て
一
覧
表
に
し
て
い
る
の

で
見
や
す
い
。
参
考
文
献
も
て
い
ね
い
で
、
よ
り
深
く
追
究
し
よ
う
と
す
る
も
の
へ

の
配
慮
が
読
み
取
れ
る
。

　

た
だ
図
写
真
を
多
数
掲
載
し
、
実
に
読
み
や
す
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
古
文

書
の
写
真
は
小
さ
く
て
な
か
な
か
読
め
な
い
も
の
も
あ
る
（
拡
大
鏡
を
使
用
し
て

も
）。
と
て
も
残
念
で
あ
り
、
も
う
一
工
夫
し
て
も
ら
う
と
あ
り
が
た
か
っ
た
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
通
史
1
は
、『
青
森
県
史　

資
料
編　

中
世
1
〜
4
』、『
青
森
県
史　

資

料
編　

近
世
1
』
に
蒐
集
さ
れ
た
史
資
料
を
縦
横
に
駆
使
し
て
著
述
し
て
い
る
。
東

北
の
地
か
ら
日
本
の
歴
史
を
描
き
直
す
と
い
う
の
が
引
き
続
き
大
き
な
課
題
で
あ
る
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こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
北
奥
青
森
の
大
地
か
ら
日
本
列
島
を
俯
瞰
す
る
こ
と

に
成
功
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
中
世
の
青
森
県
を
ス
ケ
ー
ル
大
き
く
描
く
こ
と
に

繫
が
っ
て
い
る
。
自
治
体
史
編
纂
に
関
し
て
実
り
多
い
多
く
の
教
訓
を
与
え
て
く
れ

る
成
果
で
あ
る
。

　

こ
の
通
史
1
が
編
纂
の
ね
ら
い
通
り
に
、
県
民
に
親
し
く
読
ま
れ
、
郷
土
青
森
県

を
深
く
知
り
、
そ
れ
に
よ
り
青
森
の
歴
史
文
化
を
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
に
繫
が
っ

て
い
く
こ
と
を
強
く
切
望
す
る
。
と
と
も
に
広
く
研
究
に
も
利
用
さ
れ
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
な
っ
た
が
、
筆
者
の
理
解
不
足
や
誤
読
に
よ
っ
て
、
見
当
外
れ
の
指
摘
等

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
点
、
執
筆
者
、
編
纂
及
び
編
集
に
携
わ
っ
た
方
々
に

御
海
恕
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

（
菊
判
、
七
八
七
頁
、
青
森
県
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
三
月
十
五
日
刊
行
、

本
体
価
格
三
二
〇
〇
円
＋
税
）

（
い
と
う
・
き
よ
お　

山
形
大
学
名
誉
教
授
）


